
 

２０２３年１１月２６日 聖霊降臨後最終主日礼拝説教 

「傍らに立つキリスト」（マタイ２５章３１～４６節） 

 

 

〇マタイ２５章３１節の みことば 

「人の子は、栄光に輝いて 天使たちを皆 従えて来るとき、その栄光の座に着く。」 

☞救い主イエスが、天から再び来られるとき、裁きの座に着かれ、すべての人を 

〈生ける人と死にたる人〉とに選り分け、「羊を右に、山羊を左に置く」（３３節）。 

今日の みことば：マタイ２５章３４節 

「そこで、王
おう

は右側
みぎがわ

にいる人
ひと

たちに言
い

う。『さあ、わたしの父
ちち

に祝福
しゅくふく

された人
ひと

たち、

天地
てんち

創造
そうぞう

の時
とき

から お前
まえ

たちのために用意
ようい

されている 国
くに

を 受
う

け継
つ

ぎなさい。』」 

＊祝福される：天の恵みを受ける、神によって幸いとなる、神から褒められる。 

※わたしたちが救われ、みことばを聞き続けるのは、終わりの日に、〈羊〉として 

キリストの右側に集められ、備えられた〈新しい天と地〉に迎えられるため。 

 

〇マタイ２５章４０節の みことば 

「わたしの兄弟である この最も小さい者の 一人にしたのは、わたしに してくれたこと」 

神の子イエスは、赦しと憐れみを受ける〈わたしたち〉がキリストの力と助けに

よって、たとえ小さなわざでも、まわりの人と分かち合うことを願われている。 
 

☆「飢える者に食べさせ、宿を借し、病の人を見舞う」（35,6 節）等、あなたが 

求められるのは大きなことじゃないが、キリストは、その心を見られている。 

「憐れみ深い人々は、幸いである、その人たちは 憐れみを受ける。」（マタイ５章７節） 

※わたしたちをとおして届けられる神の憐れみは、いつも受けることから始まる。 

あなたのうちから出る言葉や行いを見ながら、「わたしは心から赦され、神の 

 憐れみにより生きているだろうか」と、絶えず自らの心に問いかけてほしい。 

 
＊聖書翻訳本文は日本聖書協会『聖書 新共同訳』からの引用です。 

 


